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ー エーランの今、そして、この先 ー

ALANコンソーシアム
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コンソーシアム概要
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A L A N （エーラン）とは

「水中世界 (Aqua)」を一つの「Local Area Network（LAN環境 )」と位置付け .

海中光技術で世界をリードし ,  新たな市場創出や社会課題の解決を！

“最後のデジタルデバイド領域“「水中世界」は ,  音波等の限られた通信手段のみ .

水中を一つの生活圏と考えた場合 ,  陸上や空間に準じた「光無線技術」の駆使が不可欠 .
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「光無線×音波×有線技術等」と棲み分け ,

より柔軟性のある「水中ネットワーク」の構築を目指す .

青色を中心とした光無線技術の研究開発

（民需に特化した材料・デバイス・機器・システム・ネットワーク）を推進 .
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コンソーシアム事業内容・イメージ
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材料・部品
メーカー

デバイス・機器
メーカー

大学
研究機関

ネットワーク
事業者

ユーザー

システム
ベンダー

事業目的・概要

水中光技術で日本が世界をリードしていくことを目的とし、海中を代表とする
水中環境を一つのLocal Area Networkと位置付け、水中の新ビジネス創
出と社会課題の解決を目指して事業を推進します。

具体的な活動内容
（分野横断）
多様なステークホルダーによるオープンな検討体制により、以下の活動を推進
します。
➢水中光技術やロボティクスに係る技術的課題及びニーズ等の情報共有

➢水中光技術を中心とした技術動向や、業界のフロントランナーから示される
新たな産業の可能性をPR（展示会やフォーラムを通じた情報発信）

成果目標

➢ 水中光技術（特にLiDAR、光無線通信、光無線給電）における課題

解決と社会実装に向けて、デバイス機器に求められる仕様要件を整理し

ます。また、取り纏めた情報をもとに実証実験を行い、その成果を情報発

信します。

➢ 水中光技術関連のサービス実施にあたって必要とされる情報や市場の可

能性を発信することで、ユーザーの理解促進や市場の活性化を図り、会

員のビジネス領域の拡大を後押しします。

事業の内容 事業のイメージ

普及啓発 市場検討
意見交換
情報共有
（ユーザー含む）

課題/ニーズ
の整理・発信

技術課題の解決と社会実装に向けて
多様なステークホルダーが連携

水中光技術の飛躍的進歩による新ビジネスの創出

本事業領域への新規参入促進、潜在的なユーザの発掘等
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設立日・正会員／特別会員

◼ 設立：2018年6月21日 / 代表：(株 )トリマティス

➢ 29企業・団体（3研究所/12大学・高校/14企業）

(株)KDDI総合研究所, 京セラ(株), 五洋建設(株), 太陽誘電(株),

TISソリューションリンク（株）,東洋建設(株), 日亜化学工業(株),

日本アンテナ(株), 浜松ホトニクス(株), 東日本電信電話(株), 富士通(株),

古野電気(株), (株)モバイルテクノ

(国研)海洋研究開発機構, (国研)産業技術総合研究所, (国研)情報通信研究機構,

千葉大学, 千葉工業大学, 東海大学, 東京大学, 東京工業大学, 東北大学,

名古屋工業大学, 日本女子大学, 日本女子大学附属高等学校, 名城大学, 山梨大学,

早稲田大学

◼ 正会員：

◼ 特別会員：
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組織体制
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水中光無線
通信WG

✓ 事業計画案・予算案の審議
✓ 代表及び幹事の選任

✓ 事業計画案・予算案の策定、運営会則改定等
✓ 活動方針（中長期ビジョン）の審議
✓ 入会、WG新設・統廃合の審議

総 会

運営委員会

水中LiDAR
WG

役
割

役
割

✓ WG活動状況共有／WG間連携
✓ 外部との接点の構築（意見交換等）
✓ 事業計画、収支予算等の審議

実行委員会 役
割

技術開発

水中光無線
給電WG

社会実装／ロボティクスWG 普及・広報WG

社会実装 普及啓発

リーダー：山梨大学 リーダー：千葉大学
リーダー：

東京工業大学

リーダー：
トリマティス、JAMSTEC、千葉工業大学

リーダー：
KDDI総合研究所

代表：トリマティス
副代表：東北大学
監事：KDDI総合研究所

委員長：トリマティス
副委員長：JAMSTEC

委員長：産業技術総合研究所
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◼多方面から「海洋産業」の可能性をアピール

社会実装 普及広報技術開発

新しい海洋産業の

プラットフォームを構築

ロボティクス
WG

社会実装
WG

海洋産業の

ポテンシャルを発信

ALAN
フォーラム

海のアバターの
社会実装を
進める会

水中
光無線通信

WG

水中
LiDAR

WG

水中
光無線給電

WG

３つの技術領域で

共創を加速化

－主な活動－

関連学会との連携

公募事業への提案

メンバー内ニーズ・シーズの共有

－主な活動－

具体的ニーズの洗い出し,ターゲット市場の選定

各業界の専門家からのヒアリング

標準化・法制化に関する調査

－主な活動－

普及広報活動の企画・立案・実行

活動後のレビュー

取組み紹介
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水中光無線通信

距 離：1m ～ 100m

速 度：数十M ～ 1Gbps

概 要：水中における機器間、
および機器・中継器間
の通信

水中LiDAR

距 離： 50m
分解能： < 1cm
概 要： 可視光波長を用いた

レーザスキャニング

水中光無線給電

伝送距離： 1m ～10m
伝送電力： 10W ～

■水中光技術の飛躍的進歩による新ビジネスの創出

水中構造物調査
港湾設備・橋脚・洋上風力発電などの点検

水中環境調査
海中のCO₂・マイクロプラスチックの計測

養殖場管理・監視
施設における魚類のモニタリング・セキュリティ対策

海底調査
海底地形図の作成・海底ケーブルの調査など

その他
海沿岸施設・海岸線の監視・海洋エネルギー資源探査
水中ドローンを活用した新しい水中アクティビティ「海中旅行」「水中eスポーツ」など
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A L A N の目指す未来
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ワーキング紹介

A q u a  L o c a l  A r e a  N e tw o r k

ロボティクスWG
システム設計

社会実装WG
シーズとニーズの

マッチング

水中無線給電WG
デバイス・機器の仕様化

水中プラットフォームWG
伝送速度・容量の分析
ネットワーク方式設計

水中L iDARWG
デバイス・機器の仕様化

水中光無線通信WG
デバイス・機器の仕様化

＼NEW／ ＼NEW／

（今後活動予定）

◼社会実装を意識した新しいWGを2022年度に設置

9
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ALAN ( A q u a  L o c a l  A r e a  N e t w o r k）の実現につながる実証実験・開発に成功

1 超高速海中光ワイヤレス通信 2 水中LiDARの小型化・高速化

2021年：昨年度の技術成果

2019年 初期モデル 2022年 開発モデル

10
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2022年：レーザ学会・講演会実績

✓ セッション1【チュートリアル】 座長：塙（山梨大学）

・吉本（千歳科技大）、安達（東北大） 「ALANコンソーシアムの概要」

・吉田、石橋（JAMSTEC）、斎藤（三菱特機）「海中光技術の20年～こと始めから、今、そして未来へ～」

・西谷（KDDI総研） 「海中経済圏／海中生活圏構想～水中光無線通信技術の展望と技術開発への期待～」

✓ セッション2【水中光無線通信】 座長：高橋（トリマティス）

・塙、中村、稲葉（山梨大）「水中光無線通信における信号処理の可能性」

・鈴木（トリマティス） 「水中NWを実現する水中光ワイヤレス通信技術の検討」

・吉野、藤井（日本女子大付属高）、吉野（東京電機大）「浮遊物のある水中伝送路による水中ワイヤレス光通信の伝送特性」

✓ セッション3【水中光デバイス/共通技術/水中LiDAR】 座長：宮本（東工大）

・松尾、長岡（浜松ホトニクス） 「PMTを使用した水中通信」

・高山（東海大）、高橋（トリマティス）「水中を伝搬した光の精捕捉追尾」

・高橋、鈴木（トリマティス） 「高出力青色 LDによる小型水中 LiDARの開発」

✓ セッション4【水中光給電】 座長：鈴木（トリマティス）

・宮本（東工大） 「広がり始めた水中・海中光無線給電の動向と課題」

・内田（千葉工大）「化合物太陽電池を用いた海中光無線給電の検討」

◼ シンポジウム SY07 「開発が進む光水中無線技術への期待」(4セッション・11講演）
日時： 2 0 2 2年 1月 1 4日 (金 ) 9 : 0 0～ 1 6 : 1 5

11
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2022年：最近・今後の取り組み

◼ 実証成果を受け、社会実装の実現へ

ロボティクス・社会実装WG設置

第二回ALANフォーラム開催

→【史上最高】事前登録350名以上・当日視聴者300名以上・入会検討者多数の反響！

CEATEC 2022 出展・講演【予定】

→注目エリア「パートナーズパーク」にて,リアルでの本格的なデモを実施予定

「トークステージ」にて, 海洋環境について専門家とパネルディスカッション実施予定

ResorTech EXPO in Okinawa 出展・講演【予定】

2022年

10月

7月25日

11月

12
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活動紹介
➢ ワーキンググループ

➢ 会員企業の取り組み
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[水中 L i D A R W G ]

■目標・活動方針
・距離レンジ1～50m、分解能<1cmの水中LiDARの実現
・社会実装に向けて、LiDARの用途を検討する

■活動内容
・実際にモノ(LiDAR)を製作し、水中実験により有効性を示す（水中LiDARの実現）
・助成金等の利用、賛同企業等の資金利用（活動資金の獲得）
・LiDARシステム・機能ブロック設計・デバイス等、専門分野での活動目標を設定して実施

[水中無線給電W G ]

■目標・活動方針
・伝送距離1～10m、伝送電力10W～の水中光給電の実現
・水中光給電の用途も含めて検討を行う

■活動内容
・取組の方向性
①(高優先) >10W，数m ，プール掃除ロボット想定
②>100W，>10m，水中ドローン想定
③(低優先) >10W，数10m，海底センサシステム向け

・システム設計(光源構成設計，受光構成設計，ロボスペック把握，ロボ向け設計）・製作・検証

[水中無線通信W G ]

■目標・活動方針
・伝送速度1Gbit/s、伝送距離1m～100mの実現
・今できること(当面の目標)と、将来的にすべきこと(将来の目標)を分割してタイムラインを決定する

■活動内容
・OOKやPAM4など，LDの線形性を要求しない変調方式を中心に検討（変復調方式）
・MEMSなどを用いた微細な自動捕捉追尾方式の検討を開始（レンズを振るわけではない）（微細光軸調整）
・AWG/DSO等を活用して，パイプ水槽やプールでの伝送実験など，できるところからやる（通信実験）
・次年度の補助金申請のためのシーズ蓄積を中心に活動（活動資金の獲得）

各 W G の活動詳細

2019年初期モデル 2022年開発モデル

14
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新しいWG活動予定
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[社会実装W G ]
■目標・活動方針
・具体的ニーズの洗い出しを行い、ターゲット市場の選定を行う
・市場規模の決定のため、各業界の専門家からヒアリングを行う
・標準化・法制化に関する調査を行う

■活動内容
・2022年度活動内容：ターゲット市場選定のための調査およびヒアリング

➢ 期待する参加者：

新たな海洋産業に期待する法人、新たに海洋産業に進出を考える法人、各府省庁関係者、漁業関係者他

[ロボティクスW G ]
■目標・活動方針
トリマティスが請け負う新コンセプト水中ドローン開発進捗をシェアすると共に、
市販の水中ドローンでのデータ収集と、社会実装に向けた課題出し

■活動内容
・2022年度活動内容：市販水中ドローン調査、フィールドデータ取得、将来システム設計

➢ 期待する参加者：

ロボット技術者（海中に限らず）、海洋ロボットオペレータ、ユーザー他

[普及広報W G ]
■目標・活動方針
新規参入者の獲得や潜在的なユーザ層の発掘を実現し、ALANのプレゼンス向上とともに、
海洋産業の発展に寄与する情報発信を推進する。

■活動内容
・普及広報活動の企画・立案・実行（例：効果的な情報発信の検討、コンテンツ制作、運営 等）
・活動後のレビュー（例：実績評価、課題抽出、今後の計画 等）

15
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1Gbps×100m超高速海中光ワイヤレス通信に成功

ワイヤレス通信試験機

通信試験時の「かいこう」 通信試験装置「受信器」からの画像 通信試験の様子
※防衛装備庁が実施する「安全保障技術研究推進制度JPJ004596」の支援により実施

◼ 2022年1月26日：トリマティス×JAMSTEC共同プレスリリース

実施日 ： 2 0 2 1年 1 1月 2 6日～ 3 0日（試験日： 2 7日 - 2 9日）

実験場所：相模湾＠水深 1 0 0 0 m

16
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各 W G の取り組み
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会員企業の取り組み（企業）
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会員企業の取り組み（企業）
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会員企業の取り組み（団体・大学）
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会員企業の取り組み（団体・大学）
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会員企業の取り組み（団体・大学）
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外部資金の獲得や企業・団体の共創を通じて
ALAN全体でプロジェクト化を推進

ALANの実現へ

23
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コンソーシアムへの参画メリット
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01
最新業界情報取得

海洋産業に関わる最新の取組み（技術
開発、実証実験、市場動向）を早期に入
手、ビジネスに活用できます。

講演会、イベントの企画や関連団体との交流
を通じ関連市場活性化を図ることができます。

02
啓発活動推進

様々なステークホルダーを交えて、サービスの実
用化に向けた検討を行うことができます。

03
共創ビジネス支援



－ お 問 合 せ －

A L A N コンソーシアム事務局

（電子情報技術産業協会内）

info_alan@jeita.or.jp
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